
巻
十
一 

【
原
文
】 

亀
山

か
め
や
ま 

○
此
山
は
大
井
河
の
岸き

し

。
法ほ

う

輪り
ん

寺し

の
向む

か

ひ
。
天
龍り

う

寺
の
上 

の
山
な
り 

 

暦
応

れ
き
お
う

三
年
に
。
尊た

か

氏う
ち

将
軍
夢む

窓そ
う

国こ
く

師し

を
開
山
と 

 

し
。
亀
山
殿
の
旧
跡

き
う
せ
き

を
点て

ん

じ
て
安
藝

あ

き

周
防

す

は

う

の
料

り
や
う

国
（
五
ウ
） 

 

を
よ
せ
ら
れ
。
天
龍
を
そ
作
り
給
ひ
き
。
融
覚

ゆ
う
が
く

哥
に 

 

亀
の
尾
の
山
の
岩い

は

根ね

の
宮み

や

造
づ
く
り

う
こ
き
な
き
世
の 

 

た
め
し
成
け
り
。
と
い
へ
る
は
此
事
な
り 

 

後ご

鳥と

羽は
の

院い
ん

御
製せ

い

に
亀
の
お
の
岩い

わ

根ね

も
落お

つ

る
白 

 

玉
の
か
ず
か
ぎ
り
な
き
千
代
の
行
末す

ゑ

又
後
嵯
峨
院 

 

御
製
に
か
め
山
の
岑み

ね

打う
ち

こ
え
て
見
わ
た
せ
□ば
清
瀧
川 

 

に
お
と
す
筏

い
か
た

士し

（
六
オ
） 

      

巻
十
一
「
亀
山
」

京都府立総合資料館蔵

五
一一



【
校
訂
本
文
】 

亀
山 

○
此
山
は
大
井
河
（
注
１
）
の
岸
、
法
輪
寺
（
注
２
）
の
向
ひ
、
天
龍
寺
の
上
の
山

な
り
。 

 

暦
応
三
年
（
注
３
）
に
尊
氏
将
軍
（
注
４
）、
夢
窓
国
師
（
注
５
）
を
開
山
（
注
６
）

と
し
、
亀
山
殿
（
注
７
）
の
旧
跡
を
点
じ
て
安
藝
・
周
防

す

お

う

（
注
８
）
の
料
国
（
注
９
）

を
寄
せ
ら
れ
、
天
龍
を
ぞ
作
り
給
ひ
き
。
融
覚
（
注
10
）
歌
に
、 

亀
の
尾
の
山
の
岩
根
の
宮
造
り
動
き
な
き
世
の
た
め
し
成
け
り 

と
言
へ
る
は
此
事
な
り
。 

 

後
鳥
羽
院
（
注
11
）
御
製

ぎ
ょ
せ
い

に
、 

亀
の
お
の
岩
根
を
落お

つ

る
白
玉
の
数
限
り
な
き
千
代
の
行
末

ゆ
く
す
え 

又
後
嵯
峨
院
（
注
12
）
御
製
に
、 

 
 

亀
山
の
峰
打
越
へ
て
見
渡
せ
ば
清
瀧
川
に
お
と
す
筏

い
か
だ

士し 

         

【
注
】 

（
１
）
桂
川
上
流
の
嵐
山
あ
た
り
の
呼
称
で
、
大
堰
川
と
も
記
す
。 

（
２
）
元
明
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
行
基
が
開
創
。
当
初
は

葛
井
寺

か
づ
の
い
で
ら

と
称
し
た
が
、
後
に
法
輪
寺
と
改
め
る
。 

（
３
）
一
三
四
〇
年
。 

（
４
）
足
利
尊
氏
（
一
三
〇
五
～
五
八
）。
室
町
幕
府
の
初
代
将
軍
。 

（
５
）
夢
窓
疎
石
（
一
二
七
五
～
一
三
五
一
）。
後
醍
醐
天
皇
（
一
二
八
八
～
一
三
三

九
）
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
尊
氏
に
天
龍
寺
の
開
創
を
進
言
し
た
。 

（
６
）
寺
院
の
創
始
者
、
初
代
住
職
。 

（
７
）
建
長
年
間
（
一
二
四
九
～
五
五
）
に
後
嵯
峨
院
（
一
二
二
〇
～
七
二
）
が
亀

山
の
山
麓
に
仙
洞
御
所
（
亀
山
殿
）
を
造
営
し
た
。 

（
８
）
安
芸
は
現
在
の
広
島
県
西
部
、
周
防
は
山
口
県
東
部
の
旧
国
名
。 

（
９
）
内
裏
・
寺
院
な
ど
の
造
営
費
を
賄
う
た
め
の
租
税
が
課
さ
れ
る
国
。 

（
10
）
藤
原
為
家
（
一
一
九
八
～
一
二
七
五
）
の
法
号
。
後
嵯
峨
院
歌
壇
の
中
心
的

歌
人
。
当
該
歌
は
『
夫
木
和
歌
抄
』（
延
慶
三
年
〔
一
三
一
〇
〕
頃
成
立
か
）

巻
二
十
・
雑
部
二
（
歌
番
号
・
八
二
九
八
）
に
「
弘
長
元
年
百
首
／
民
部
卿

為
家
卿
／
亀
の
を
の
山
の
い
は
ね
の
宮
作
り
う
ご
き
な
き
よ
の
た
め
し
な
る

べ
し
」
と
し
て
出
る
が
、
傍
線
部
に
異
同
が
あ
る
。「
亀
の
尾
」
の
「
尾
」
に

「
峰
（
を
）」
が
掛
か
る
。 

（
11
）
第
八
二
代
天
皇
（
一
一
八
〇
～
一
二
三
九
）。
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
に

土
御
門
天
皇
に
譲
位
し
て
上
皇
と
な
る
。『
新
古
今
和
歌
集
』
撰
進
・
編
纂
の

中
心
的
歌
人
。
当
該
歌
は
『
新
後
撰
和
歌
集
』（
第
一
三
番
目
の
勅
撰
集
、
正

安
三
年
〔
一
三
〇
一
〕
後
宇
多
院
下
命
、
二
条
為
世
撰
。
嘉
元
元
年
〔
一
三

〇
三
〕
奏
覧
）
巻
二
十
・
賀
歌
（
歌
番
号
・
一
五
六
六
）
に
「
百
首
歌
よ
ま

せ
給
う
け
る
中
に
／
後
鳥
羽
院
御
製
」
と
し
て
出
る
。 

（
12
）
第
八
八
代
天
皇
（
一
二
二
〇
～
七
二
）。
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
に
後
深

草
天
皇
に
譲
位
後
、
長
く
院
政
を
執
り
行
う
。
当
該
歌
は
『
新
拾
遺
和
歌
集
』

（
第
一
九
番
目
の
勅
撰
集
、
貞
治
二
年
〔
一
三
六
三
〕
後
光
厳
天
皇
下
命
、

五
二二



二
条
為
明
・
頓
阿
撰
。
貞
治
三
年
奏
覧
）
第
十
九
巻
・
雑
歌
中
（
歌
番
号
・

一
七
五
七
）
に
「
題
し
ら
ず
／
後
嵯
峨
院
御
製
／
亀
山
の
嶺
た
ち
こ
え
て
み

わ
た
せ
ば
清
滝
川
を
お
と
す
い
か
だ
し
」
と
し
て
出
る
が
、
傍
線
部
に
異
同

が
あ
る
。 

  

【
現
代
語
訳
】 

○
こ
の
山
は
大
井
河
の
岸
に
位
置
し
、
法
輪
寺
の
向
か
い
で
、
天
龍
寺
の
上
方
の
山

で
す
。 

 

 

暦
応
三
年
に
尊
氏
将
軍
は
夢
窓
国
師
を
開
山
と
し
、
亀
山
殿
の
旧
跡
を
整
備
し
て

安
芸
国
・
周
防
国
か
ら
の
租
税
を
寄
進
し
て
、
天
龍
寺
を
建
立
な
さ
れ
ま
し
た
。
融

覚
の
歌
に
、 

 
 

亀
山
の
峰
の
麓
に
巨
岩
の
よ
う
に
揺
る
ぎ
な
い
御
所
が
造
営
さ
れ
る
こ
と
は
永

遠
と
続
く
ご
治
世
の
証
し
な
の
だ
な
あ 

と
言
っ
て
い
る
の
は
こ
の
事
で
す
。 

 

後
鳥
羽
院
の
御
歌
に
は 

 
 

亀
山
の
峰
に
あ
る
巨
岩
を
走
り
落
ち
る
滝
水
の
泡
の
白
玉
の
よ
う
に
数
限
り
な

く
永
遠
に
続
く
め
で
た
い
治
世
だ
な
あ 

ま
た
後
嵯
峨
院
の
御
歌
に
は 

 
 

亀
山
の
峰
を
越
え
て
周
囲
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
筏
乗
り
が
清
滝
川
の
流
れ
を

す
べ
り
落
ち
る
よ
う
に
巧
み
に
筏
を
操
っ
て
い
る
な
あ 

（
藤
原
英
城
） 

     

五
三三



巻
十
一
「
嵐
山
」

京都府立総合資料館蔵

【
原
文
】 

嵐
ア
ラ
シ

山 

○
此
山
は
法
輪
寺
の
う
し
ろ
天
龍
寺
の
む
か
ひ
な
る
山
也 

 

続
し
よ
く

後こ

選せ
ん

に
西さ

い

行
き
や
う

法
師
う
た
に
昔
見
し
嵐
の
山
に 

 

さ
そ
は
れ
て
。
木
葉

こ
の
は

の
さ
き
に
ち
る
な
み
た
哉
。 

 

と
よ
み
し
心
げ
に
世
す
て
る
身
の
哀

あ
は
れ

一
し
ほ
に
催

も
よ
を 

 

さ
れ
て
。
今
も
さ
あ
る
人
の
思
ひ
に
は
。
か
は
ら
し
と
（
六
ウ
） 

 

こ
そ
し
ら
れ
ぬ
。
玉

き
よ
く

葉よ
ふ

集し
う

に
又
た
く
ひ
あ
ら
し
の
山 

 

の
麓

ふ
も
と

寺
杉す

き

の
庵
に
有
明
の
月
と
よ
ま
れ
し 

 

は
俊

し
ゆ
ん

成せ
い

卿
の
哥
な
り
。
又
続

し
よ
く

千
載さ

い

集
に
。
嵐
山
ふ 

 

も
と
の
花
の
梢

 

す
ゑ

ま
で
ひ
と
つ
に
か
ゝ
る
み
ね
の
白 

 

雲
。
と
詠ゑ

せ
し
は
為た

め

氏う
ぢ

卿
の
哥
也
ま
こ
と
に
。
一
衣ゑ 

 

一
鉢は

つ

の
身
に
し
た
ゝ
し
つ
か
な
る
を
の
み
と
思
は
ゞ 

 
か
ゝ
る
所
な
と
よ
そ
に
見
侍
ら
ん
や
。
し
か
も
春 

 
秋
の
な
が
め
い
と
す
ぐ
れ
て
筆
ひ
た
さ
む
た 

 

よ
り
お
ほ
か
め
り
。
ま
た
な
に
ゝ
か
か
ふ
へ
き
な 

 

ら
む
（
七
オ
） 

  

五
四四



【
校
訂
本
文
】 

嵐
山 

○
此
山
は
法ほ

う

輪り
ん

寺じ

（
注
１
）
の
後

う
し
ろ

、
天て

ん

龍
り
ゅ
う

寺じ

（
注
２
）
の
向
ひ
な
る
山
也な

り

。 

続
し
よ
く

後ご

選せ
ん

に
西
行
法
師
歌
に
、 

昔
見
し
嵐
の
山
に
誘
わ
れ
て
木
葉

こ

の

は

の
さ
き
に
散
る
涙
哉か

な

（
注
３
） 

と
詠
み
し
心
、
実げ

に
世
捨
て
る
身
（
注
４
）
の
哀
れ
ひ
と
し
ほ
に
催

も
よ
お

さ
れ
て
、
今
も

さ
あ
る
人
の
思
ひ
に
は
変
は
ら
じ
と
こ
そ
知
ら
れ
ぬ
。
玉

ぎ
よ
く

葉よ
う

集
に
、 

又ま
た

た
ぐ
ひ
あ
ら
し
の
山
の
麓
寺

ふ
も
と
で
ら

杉
の
庵

い
お
り

に
有
明

あ
り
あ
け

の
月
（
注
５
） 

と
詠
ま
れ
し
は
俊

し
ゆ
ん

成ぜ
い

卿
の
歌
な
り
。
又
続

し
よ
く

千せ
ん

載ざ
い

集
に
、 

嵐
山
ふ
も
と
の
花
の
梢

こ
ず
え

ま
で
ひ
と
つ
に
か
か
る
峰
の
白
雲
（
注
６
） 

と
詠え

い

ぜ
し
は
為た

め

氏う
じ

卿
の
歌
也
。
ま
こ
と
に
一い

ち

衣え

一
鉢

い
っ
ぱ
つ

の
身
（
注
７
）
に
し
、
た
だ
静

か
な
る
を
の
み
と
思
は
ば
、
か
か
る
所
な
ど
よ
そ
に
見
侍
ら
ん
や
。
し
か
も
春
秋
の

眺
め
い
と
優
れ
て
、筆
浸
さ
む
た
よ
り
多
か
め
り
。ま
た
何
に
か
代か

ふ
べ
き
な
ら
む
。 

       

【
注
】 

（
１
）（
２
）「
亀
山
」
の
項
を
参
照
。 

（
３
）
当
該
歌
は
『
続
後
撰
和
歌
集
』（
第
一
〇
番
目
の
勅
撰
集
、
宝
治
二
年
〔
一
二

四
八
〕
後
嵯
峨
院
下
命
、
藤
原
為
家
撰
。
建
長
三
年
〔
一
二
五
一
〕
奏
覧
）

巻
十
六
・
雑
歌
上
（
歌
番
号
・
一
〇
九
一
）
に
「
こ
と
か
は
り
て
の
ち
、
人
々

に
い
ざ
な
は
れ
て
法
輪
寺
に
ま
う
で
て
よ
み
侍
り
け
る
／
如
願
法
師
」
と
し

て
出
る
。
如
願
法
師
は
藤
原
秀
能
（
一
一
八
四
～
一
二
四
〇
）
の
こ
と
で
、

承
久
の
乱
に
連
座
し
て
出
家
す
る
。
た
だ
し
、『
類
字
名
所
和
歌
集
』（
元
和

三
年
〔
一
六
一
七
〕
刊
）
巻
六
・
嵐
山
（
歌
番
号
・
五
八
三
九
）
に
は
「
同

（
続
後
撰
）
雑
上
／
西
行
法
師
」
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
。 

（
４
）
遁
世
者
。 

（
５
）
当
該
歌
は
『
玉
葉
和
歌
集
』（
第
一
四
番
目
の
勅
撰
集
、
応
長
元
年
〔
一
三
一

一
〕
伏
見
院
下
命
、
京
極
為
兼
撰
。
正
和
元
年
〔
一
三
一
二
〕
奏
覧
）
巻
五
・

秋
歌
下
（
歌
番
号
・
七
一
八
）
に
「
建
仁
元
年
八
月
十
五
夜
歌
合
に
古
寺
残

月
と
い
へ
る
こ
と
を
／
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
」
と
し
て
出
る
。
俊
成
卿
は
藤

原
俊
成
（
一
一
一
四
～
一
二
〇
四
）
の
こ
と
で
、
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）

に
皇
太
后
宮
大
夫
と
な
る
。
後
白
河
院
・
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
中
心
的
歌
人
。 

（
６
）
当
該
歌
は
『
続
千
載
和
歌
集
』（
第
一
五
番
目
の
勅
撰
集
、
文
保
二
年
〔
一
三

一
八
〕
後
宇
多
院
下
命
か
、
二
条
為
世
撰
。
元
応
二
年
〔
一
三
二
〇
〕
奏
覧

か
）
巻
二
・
春
歌
下
（
歌
番
号
・
九
四
）
に
「
前
大
納
言
為
氏
」
と
し
て
出

る
。
為
氏
卿
は
二
条
為
氏
（
一
二
二
二
～
八
六
）
の
こ
と
で
、
為
世
の
父
。

俊
成
は
曾
祖
父
。
後
嵯
峨
院
・
亀
山
院
歌
壇
の
中
心
的
歌
人
。 

（
７
）
粗
末
な
衣
服
に
一
鉢
を
携
え
て
漂
泊
す
る
托
鉢
僧
の
様
子
。 

    

五
五五



【
現
代
語
訳
】 

○
こ
の
山
は
法
輪
寺
の
背
後
に
位
置
し
、
天
龍
寺
の
向
か
い
に
あ
る
山
で
す
。 

『
続
後
撰
集
』
に
は
西
行
法
師
の
歌
と
し
て
、 

昔
見
た
嵐
山
に
誘
わ
れ
て
分
け
入
っ
て
は
み
た
が
、
そ
の
名
に
あ
る
嵐
の
せ
い

で
散
る
木
葉
よ
り
も
先
に
散
り
落
ち
る
涙
だ
な
あ 

と
詠
ん
だ
心
は
本
当
に
世
を
捨
て
た
身
の
境
涯
の
哀
れ
さ
が
一
層
思
い
起
さ
れ
て
、

今
も
そ
の
よ
う
な
世
を
捨
て
た
人
の
思
い
に
は
変
わ
り
が
な
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
ま
す
。『
玉
葉
集
』
に
、 

他
に
類
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
趣
あ
る
嵐
山
の
麓
の
寺
だ
な
あ
。
杉

林
の
中
の
庵
室
に
有
明
の
月
の
光
が
さ
す
こ
と
よ 

と
詠
ま
れ
た
の
は
俊
成
卿
の
歌
で
す
。
ま
た
『
続
千
載
集
』
に
、 

嵐
山
の
麓
の
桜
の
花
の
梢
ま
で
も
白
く
一
体
と
な
っ
て
か
か
る
白
雲
だ
な
あ 

と
詠
ま
れ
た
の
は
為
氏
卿
の
歌
で
す
。
本
当
に
托
鉢
の
身
と
な
り
、
た
だ
閑
寂
な
境

涯
を
求
め
る
の
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
理
想
的
な
場
所
は
他
所
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
も
春
秋
の
眺
め
は
と
て
も
す
ば
ら
し
く
、
文
事
の
素
材
と
な
る
こ
と
も
多
い
よ
う

で
す
。
ど
う
し
て
何
か
他
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
、
い
や
で
き
は
し
ま

せ
ん
。 

（
藤
原
英
城
） 
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